
 

 

 

 

～自閉症・情緒障がい学級（ひまわり学級）について～ 
 今号のインクルーシブ教育だよりでは、前号で概要を紹介した「特別支援教育」について、本校の自閉

症・情緒障がい特別支援学級（以下ひまわり学級）の取組をもとに「個に応じた支援の工夫」や「自立活

動」についてお伝えします。 

 ひまわり学級では、自閉症やそれに類するもの、心理的な要因による選択性かん黙等がある児童を対象

としています。一斉指示を理解することに困難があったり、周囲の環境に対してストレスを感じてしまったりす

ることから、情緒的に不安定になってしまった際に、具体的な方法を通して落ち着きを取り戻すことができる

よう、子ども一人一人の障がいの状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を検討し、適切な指導を行

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動について 
 「自閉症」や「情緒障害」等障がいのある子どもたちは、障がいによって学習上や生活上で様々な困難さ

（発達の凸凹）を抱えています。自立活動ではその困難さを、本人のもっている力を活かしながら改善・克

服し、子どもたちが学習しやすくなる、生活しやすくなることを目的とした特別支援学級ならではの学習活

動です。自立活動は、特別支援学級において、すべての学びの土台（基盤）となる重要な役割を担っていま

す。また、子どもたち一人一人、抱えている困難さは違うので自立活動の指導内容もそれぞれに応じたオー

ダーメイドの内容となっています。 
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指先を上手に使う「身体の動

き」、あたたかい言葉掛けをする

「人間関係の形成」、失敗しても

心を落ち着かせて取り組む「心理

的な安定」等、個別に目標を設定

し、学習に取り組んでいます。 
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